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研究成果の概要（和文）：知的に高いレベルにある自閉症スペクトラム障害の青年・成人にたいして，この研究では彼
らの自分の「感情の読みとり」における機能的な弱さを調整するための方法を探ろうとしてきた。わたしは最初はグル
ープ―ベースのその接近法を求めたが，できなかった。しかしけっきょく，ケースごとに，「発達ガイダンス」と「カ
ウンセリング」のセッションを行なって，感情的な機能の弱さを支えることにした。この研究は，自閉症スペクトラム
障害の感情の機能不全にたいする接近法への改善を探るという意味あいが含まれている。

研究成果の概要（英文）： In this study, I tried to find an appropriate approache to regulate the function 
of "reading own feelings" in the adolescents and adults with high-functioning Autism Spectrum Disorders. 
I firstly tried to apply group-based consultation with those people unsuccessfully.　Then,I 
finally　conducted case-based approaches to support their weakness concerning their self derstanding of 
feelings，by applying the sessions of "Developmental guidance" and "Counselling". This research will have 
implications for reforming 　the approach to the dysfunction of feelings in Autism Spectrum Disorders.

研究分野： 臨床発達心理学

キーワード： 発達障害　自閉症スペクトラム障害　感情の機能障害　発話内容分析　アレキシサイミア　アスペルガ
ー症候群
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１． 研究開始当初の背景 
アスペルガー障害と言われていた人びと

は，2013 年 5 月に改編されたアメリカ精神
医学会の精神障害の診断基準第 5 版（DSM5）
においては，自閉性障害や特定不能の広汎性
発達障害などとともに「自閉症スペクトラム
障害（ASD と略）」と呼ばれる一連の自閉症
系の連続体の一部に組み入れられてしまっ
た。 

その中核には(1)対人的インターラクショ
ンの機能上の問題と(2)興味や行動のこだわ
り，あるいは感覚的運動系の特異性といった
点が挙げられ，その機序は未解明であるにし
ても，これまでとは異なる発達支援の方法が
必要とされる時代に入ったといえる。つまり
実際には知能の問題は見逃すことはできな
いにしても，ASD というものは，知能の高低
とも異なる人間関係の質にかかわる視点が
必要になってきたと言うこともできるだろ
う。とりわけケース間の症状の特徴が多様で
はあっても，もう一歩個人ごとの不適応感に
応えるための援助の方法論が必要になって
きている。 

そうしたなかで最近では，生理身体的な情
動ないし，心的な感情の機能上の問題が，
ASD の社会情動的な発達を妨げているので
はないかという説明モデルが登場し，注目さ
れている。本研究は，まさしくその関心に沿
って，つまり情動，感情の機能的不全の問題
にかかわって，ASD 当事者にたいしてどのよ
うな接近法が望ましいのかを検討し，彼らへ
の支援可能性を探ることにしたい。 
 
２． 研究の目的 
（1）支援方法の探索 

本研究は，ASD の対人的な緊張を緩和し，
苦手な対人的状態においても内閉的な状態
を減らすための支援方法を創出することを
目的としている。そのため情動・感情的な視
点から指導を行なうという「教育的な方法」
にあたるものを検討している。これは危機的
な状態への介入というものではなく，比較的
安定状態にある青年に穏健な多様な教育的
な接近法で対応するやり方を探ろうとする
試みだといえる。 

補足の説明をするなら，従来の研究動向が，
ASD の認知的能力に基づく生産活動のなか
での処理性を追及した「作業過程の改善のた
めのモデル」であるとすると，それは「実行
能力の障害モデル」ともいえ，それはそれで
有用であるとしても，現実には認知的機能の
援助だけではカバーできない問題には限界
があるといえる。本研究の目的は，ASD の人
びとの社会的関係に参入することでの情動，
感情的機能への調整の足場かけを行うこと
を目指すものである。 
(2)感情発達についての探求 
 本研究はまた感情発達についての研究と
しての目的がある。ASD が示す行動問題につ
いて，多くの人びとがこれまで，それは作業

記憶の障害であって，情動，感情的な問題は，
失敗に伴われる心的外傷体験であり，不安や
緊張は二次的障害だと述べてきた。しかしい
っぽうで情動の中枢である扁桃体の機能不
全であるという知見や，実行性の向上の支援
がたくさんの強迫反応や行動問題を引き起
こしている報告を見たときに，多角度的な視
点からの行動問題への検討が必要である。支
援に方法的限界のあることに視点の変更が
望まれるところを踏まえるべきだと考えら
れるのである。 
 
３． 研究の方法 

臨床的な知見としては ASD の当事者，こ
の研究では青年，成人を対象とするが，それ
は現実的に支援方法を取り上げ，検討してい
る研究が極めて少ないからである。しかも
ASD の人びとが示している症状が多様であ
り，それだけでなく，家族状況がさらに問題
を複雑化させていることを，支援は現実的に
解かなければならないといえるだろう。 
(1)グループ支援モデル 
そこで最初の支援モデルは，そういう多様

性をもっている個人を束ねて，グループで行
動への支援が可能であるならば，当事者への
経済負担を少なくしてすむし，かつ有効な心
理学的援助効果を検討することができるは
ずだと考えた。 
 つまり当初は，グループ支援モデルで進め
られた。支援を 5 人以上のグループとしてア
スペルガー症候群の青年，成人に声をかけた
が，これを実現するための障壁のあることが
解ってきた。それは従来から母親にチャンネ
ルを作って個人支援はやってこられたのだ
が，グループ支援にまでそれが展開すること
の困難である。そもそも親子のあいだでコミ
ュニケーションがあったとしても，円滑な調
整がなされて青年がグループ支援に参加す
るには ASD には個人的，関係的な妨害因子
が大きすぎる。当事者の側が参加を拒むこと
が多かった。そのことが改めて確認された。 
(2)個人支援モデル 
そこでケースを単位として可能性のある

支援方法を探ることにした。 
 個人をベースにしたときに，発達支援とし
てすでに行ってきた行動支援と，カウンセリ
ング的な成分とをどのように調和できるか
を検討した。たとえばすでに行なってきた漸
進的筋弛緩法に加えて，対話をベースとした，
感情への直面を促がす支援を試みたのであ
った。 

さらにカウンセリングに入る前に，(1)当
事者の内容分析を行い，それをもとにして，
その個人の感情的な構造としての他者への
とらえ方の特徴を分析し，その査定結果から，
当事者がなすべき感情的に感知すべきテー
マをとらえたことにした。さらに（2）発達
ガイダンスとしての助言を提供し，当事者の
感情面での適応をサポートすることにした。 
 



４． 研究成果 
(1)全体像 

支援実験では，11 人の平均年齢 28 歳の青
年・成人の高機能の ASD の患者（男性 9 人，
女性 2 人）である。診断名を踏まえて確認し
たところ，8 名のアスペルガー障害／高機能
自閉症であり，2 名の特定不能の広汎性発達
障害，1 名の自閉症ととらえられた。（診断名
と変更のあったのはアスペルガー症候群の
２名である。） 

既存の診断名を越える問題のあることを
指摘するなら，障害としての症状そのものだ
けでなく，周囲が開かれた環境を用意しよう
とするかどうかと相互作用的にかかわって
いて，単純な診断名だけでその個体能力の特
性は把握できないことがあるということで
ある。 

各個人にたいしてカウンセリング，DSM5
に沿った質問による障害確認，自閉症スペク
トラム指標の確認，アレキシサイミア尺度得
点の確認，感覚過敏の確認，さらには発話内
容分析をもちいた感情表現インタビュー，漸
進的筋弛緩法の実施を行っている。 
このうち９名の平均はすでに算出されて

おり，自閉症スペクトラム指数 31 点(カット
オフポイント 33 点)，アレキシサイミア指数
57 点（グレーゾーン得点 51-61 点）ほかが出
ている。ほとんどのケースに感覚過敏が深刻
であり，就労状況は，障害者枠 1 人，通常職
2 人，作業所や就労支援中やアルバイト・無
職が計 8 人であった。 

 
(2)内容分析の結果 

このうち内容分析の結果を，西田・須田
（2015）の発表のなかから報告すると，2 ケ
ースは，他のケースと同様に自分の負の感情
に言及したり，正の感情に言及したりしてい
るが，この２ケースは他者の気持ちに言及し
ていたり，両義的な感情で他者をとらえたり
している。それが他の ASD と異なっていて，
つまり他者の感情の読み取りにおいて比較
的感情機能を働かせていることが推測でき
るといえよう。 

この 2 ケースについて，集約的な支援を行
い，それを「感情感知機能の確認と感情にか
かわる直面インタビュープロジェクト」と呼
び，行った。 
(3) 感覚感知プロジェクトの実施 
さてこの実験的支援のなかで行なわれた

「感覚感知プロジェクト」では，感情にかか
わる相談を１ケースは５回，もう 1 ケースは
６回に渡って行った。 
感覚感知プロジェクトでは，感情の気づき

と意味づけの過程にたいする一定のプログ
ラムによってなされるが，それに当事者の自
由な体験化を載せていき，助言によって体験
化に採用自由な援助を提供するという試み
である。カウンセリングにとても近いため直
ちに効果測定を行うことに意味があるとは
考えられないが，支援への参加という態度変

化に幾分かの機能性の足跡がしめされてい
る。 
本研究では，内容分析とは別にオープンな

非定型的な簡易カウンセリングをおこなっ
たが，そのことによる実験への参加態度の変
容は，全員に起こっている。そうしたオープ
ン・コミュニケ―ションの成立の上に，「感
覚感知プロジェクト」はなされていく。 
目的は，弱体化された感情機能に気づきの

機会を提供し，しかもその受け取り方の多様
性を提供するということである。 
実際行ったところ，弱体化にはどういう現

象学的な構造があるのかが把握できるよう
になった。 
それは，感情の機能の弱体化が，さまざま

な認知的な機能をもちいた代行機能によっ
てカバーされているということが示唆され
た。その詳細は，須田（2015）に一部だが紹
介されている。 

ケース Sun とケース Ton とは，それぞれ 3
回「感覚感知プロジェクト」によるプログラ
ムを受けている。前者がアスペルガー障害，
後者が特定不能の広汎性発達障害である。 

簡単に述べるならば，ケース Sun は自己感
情への気づきが日常では弱く，さまざまな実
行過程への認知的注意がとても強い。いうな
れば自分の感情に気づかないといえる。いっ
ぽうケース Ton は，仮面によるバッファリン
グがなされ，その下に本音の感情が抑え込ま
れているように，それぞれ発話内容からとら
えられた。もちろん別の方法でその機序は，
確かめられる必要はあるが，しかし比較的容
易にその特徴は表出されたものといえる。 

そして 3 回のカウンセリングの過程では，
感情の体験要素に触れることを，回避するこ
となく感じとりそうした自己に対して独立
した主体として自らを外的な環境から離れ
てとらえるようになっていく。そのことがそ
れまで欠けていたところと推測される。 

 
この集約的ケースをまとめてとらえるな

ら，つぎのとおりになろう。 
こうした試みは，(1)主体の現象学的世界に

ついての理解を障害をも含んだ内容として
提供できたと考えられる。つまり標準化され
た心理尺度ではとらえられない，個人固有の
適応の姿を提供できるといえよう。さらに，
(2)支援の効果については，社会的に誰にでも
わかるものとしての効果の測定は，発話内容
でとらえられている部分もあるが，もっと社
会的に妥当な方法での記述を検討する必要
もあるだろうと考えている。しかし現時点で
もカウンセリングのように，個人史的な変化
をとらえることはなされている。たとえば就
労において適応の手掛かりになる発想を得
たとかか，あるいはほぼ衝突しかねない「与
えられた就労状況」を避けて，ある程度自分
を取り戻し，別の代替え的な選択を見出した
とかである。いずれにしても支援の効果をと
らえることの検討を続けることにしたい。 
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